
 

 

Baroque Collegium Sapporo  

Die Quellen der deutschen Barock-Musik  - Von Buxtehude zu Bach - 

ドイツ･バロックの源流 Ⅱ ＜ブクステフーデからバッハへ＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D. ブクステフーデ  

我らがイエスの四肢 
Dieterich Buxtehude: Membra Jesu nostril BuxWV７５ （北海道初演） 

 
J. S. バッハ  

カンタータ 106 番 神の時はいと良き時 
Johann Sebastian Bach: Gottes Zeit ist die allerbeste Zeit ‘Actus Tragicus’ BWV106  

 
  
 

 

 

 

2026年 11 月4 日（水）19:00 開演（18:30開場） 

ふきのとうホール （札幌市中央区北 4条西 6丁目）  

全席自由 3000 円 （当日 3500 円） 

 

 

■主催： バロック・コレギウム・サッポロ bzw05702@nifty.com       090-7905-2954 

■助成： 伊藤組 100年記念基金    ■協賛： どい内科クリニック 

mailto:bzw05702@nifty.com


若き日のバッハが憧れていたブクステフーデはリューベックのマリア教会のオルガニストでした。彼の演奏を聴
くために、バッハはアルンシュタットから約 400 キロ道のりを徒歩で訪れ、その音楽から多大な影響を受けまし
た。「Bach」はドイツ語で「小川」を意味しますが、ブクステフーデ以降、脈々と流れてきた源流は、様々な音
楽を取り込みながらバッハという「大河」へと注ぎ込みました。 
ブクステフーデの代表作「我らがイエスの四肢」は、今回が北海道初演となります。若きバッハの珠玉のカンタ
ータと共に、ドイツ・バロックの神髄をどうぞお楽しみください。 

 

 

 

 

 

 
 

ソプラノ           ソプラノ         アルト           テノール           バス  

陣内 麻友美    小出 敦紀    荊木 成子   板谷 俊祐    中原 聡章 
 

 
指揮/バロック・ヴァイオリン バロック・ヴァイオリン   ヴィオラ・ダ・ガンバ      オルガン         合唱指揮 

長岡 聡季    鈴木 京    福澤 宏    吉村 怜子    大嶋 恵人 
 
 

リコーダー：赤坂泰志／村雲雅志  
ヴィオラ・ダ・ガンバ：セリア・オルソン／布施久美子／松田祥子／村雲雅志  
バロック・チェロ：野中敏明 

＜声楽アンサンブル＞ 
ソプラノ：大内淑枝 大伴やよい アルト：安藤千穂 近藤道雄 菅原三奈 土肥聖子 
テノール：大嶋恵人 斎藤善之 土肥勇 バス：鈴木隆佳 前野宏 渡邊多加志 

 

 

 

表面：1697 年に Thomas Quellinus が制作した彫刻群の一部。空襲により彫刻の一部が

破壊されたが、戦渦を後世に伝えるため、修復せずに保存されている。ブクステフーデによって除幕

式のための祝典曲が作曲・上演されたが、楽譜は失われた。 

 

 
バロック・コレギウム・サッポロ ✉ bzw05702@nifty.com 

道新プレイガイド（中央区大通西 3・北海道新聞社 1 階）☎ 0570-00-3871 

市民交流プラザチケットセンター（中央区北 1 条西 1 丁目創成スクエア 2 階） 

teket  https://teket.jp/8847/72992       メール QR コード 
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